
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ プラン策定の社会的背景 

江田島市多文化共生推進プラン（概要版） 

２ プラン策定の趣旨 

○外国人市民が安心して生活できるよう，また，地域社会の一員としてそ

の能力を発揮できる環境づくりに向けた具体的行動計画を示すため，本プ

ランを策定する。 

３ プランの概要 

プランの期間：令和５（2023）年度から令和９（2027）年度までの５年間 

４ 多文化共生施策を取り巻く本市の現状 

１ 外国人市民数の推移 

○ 近年，新型コロナウイルスの影響で減少傾向であったが，令和４年 12

月末日現在は 727 人と，増加傾向 

○ 令和４年 12 月末現在で総人口に占める外国人の人口比 3.4％ 

２ 外国人市民の在留資格 

○ 令和４年 12 月末現在で「技能実習」が 318 人と最も多く, 「特定技能

１号」（135 人），「永住者」（101 人），「定住者」（61 人）の順 

３ 多文化共生相談員・国際交流支援員による相談状況 

○ 相談内容は「出産・子育て」が最も多く，「医療」「地域生活」「教

育（学校，大学，国際学校）」「日本語学習」の順 

５ 多文化共生社会づくりに向けての本市の課題 

１ コミュニケーション支援 

○ 外国人市民に対する日本語を学習する機会の充実 

○ 行政情報や生活情報，公共掲示物等の多言語化及び「やさしい日本語」の拡充 

２ 多様な分野にわたる生活支援 

○ 外国人市民への生活ルールを守るための指導 

○ 外国人市民の就学に向けた支援 

○ 保健，医療，福祉に関連するサービスの提供，防災や災害時の支援など，外国

人市民の誰もが安心して暮らすことができる支援 

３ 就労に向けた支援 

○ 就労に関する情報提供の充実 

○ 関係機関と連携した就労に向けた支援，就労後のスキルアップ 

４ 地域社会との関わりの促進 

○ 外国人市民が地域社会の一員として，その能力を十分に発揮できる環境づくり 

○ 外国人市民に対する自治会の活動などの地域情報の提供をはじめ，地域社会へ

の参画を促進する取組の充実 

５ 多文化共生の意識づくり 

○ 外国人市民，日本人市民の共生に向けた，お互いを尊重する気運の醸成 

○ 関係機関の連携による，多文化共生の地域づくりの推進 

○ 多文化共生社会についての意識啓発，お互いに助け合う仕組みづくり 

６ 国際交流の促進 

○ 江田島市国際交流協会と連携した国際交流イベントの開催による交流 

○ 異文化交流に関する多様な取組の推進 

 

  

 

施策の展開 

基本目標 キーワード 施策の方向        主な具体的取組 

１ 誰もが暮らしやすい 

まちづくり 

 

１ コミュニケーション支援の充実 

○ 多言語による行政情報の提供 

○ 行政手続きの支援 

○ 日本語の学習機会の提供 

○ 外国人市民を支援するボランティアの 

育成 

 

○ ＳＮＳ等での情報発信 

○ 申請書等のやさしい日本語の見本を作成 

○ えたじま日本語クラブの開催 

○ 通訳など様々な活動の支援を担うボランティアの

発掘・育成 

 

２ 生活への支援 

（１）日常生活への支援 

○ 江田島市で暮らし始めるための支援 

○ 防犯・交通安全の意識づくり 

○ 居住サポート事業 

○ 外国人家庭への子育て支援 

（２）就学への支援 

○ 就学の促進 

○ 日本語の指導支援 

○ 相談しやすい環境づくり 

（３）保健・医療・福祉に関する支援 

○ 医療・保険制度に関する情報提供 

○ 保健・医療・福祉サービスの円滑な利 

用支援 

（４）防災や災害時の支援 

○ 防災への備えの啓発 

○ 災害時の総合的な支援体制の充実 

                                                          

 

○ 多言語化した 「暮らしのガイドブック」の配布 

○ 「外国人向けの交通安全教室」の開催 

○ 市営住宅や日本の住宅事情等の情報提供 

○ 関係機関との連携による相談体制の充実 

 

○ 公立の義務教育諸学校への円滑な編入の支援 

○ 日本語指導者の派遣 

○ 多文化共生相談員の派遣 

 

○ 健康保険や年金制度に関する情報提供 

○ 健康診断でのやさしい日本語や多言語対応 

 

 

○ 防災訓練への参加呼び掛け 

○ 外国語等の付記による避難場所の案内板の設置 

２ 共に活躍できる 

まちづくり 

 

３ 就労への支援 

○ 就労環境の整備 

○ スキルアップへの支援 

 

○ 労働条件が確保されるよう事業主へ啓発 

○ 日本語を学ぶ機会や学習機関の情報提供 

 

４ 地域社会への参画支援 

○ 地域社会への参画促進 

 

○ 市政への意見反映 

 

○ 外国人市民への自治会等地域の重要性を情報

発信 

○ 各種審議会や委員会等で外国人市民の参画呼び

掛け 

３ 互いに認め合う 

心豊かなまちづくり 
 

５ 多文化共生の意識づくり 

○ 意識啓発の推進 

○ 市民の国際感覚の醸成 

○ 多文化共生相談員による支援 

○ 不当な差別的言動の解消と防止 

 

○ イベント等を通しての相互理解・尊重の意識づくり 

○ 外国人市民との意見交換会 

○ 多文化共生相談員による定期訪問 

○ 相談体制の整備とモニタリングの強化 

 

６ 国際交流の促進 

○ 国際交流イベントの開催 

○ 国際交流情報の発信 

 

○ 国際交流イベント等への幅広い参加の呼び掛け 

○ 会報誌やＳＮＳ等での情報発信 

 

 

理解し合う 

 
安心して 

暮らす 

 

共に働く 

 
地域で 

活躍する 

 
意識を 

高める 

 
交流を 

深める 

○令和２（2020）年９月，国は「地域における多文化共生推進プラン」を

改訂し，国内で暮らす外国人を社会の一員として受け入れ，日本人と同様

の公共サービスを享受し生活できる環境づくりを推進するとともに，多文

化共生に係る施策の推進に取り組んでいる。 

６ 本プランの基本理念 

誰もが自分らしく輝き 共に生きるまち・江田島 


